








































ります。幸い今回の学内 LANでは、センターの TTY中継マシン側が INSネット 64対
応となってくれるとのととですので、 TAを利用し、 9600bpsの非同期通信が可能となり
ます。また、 INSネット 64は1回線で 2B+D(2本の情報チャンネル (B)と1本の制御
信号チャンネル (D))となっていますから、 2回線で同時に 4台のコンビュータが通信で
きるわけです。更に、一般公衆網 (0発信)7回線がすべて話中になった場合、新しく発















には、 8列 16台のテープルが置かれ(1列に 2台)、 1台のテープルの上には 2台のパソ
コンと 1台のプリンターが載っています(パソコンとプリンターとは自動切り替え機で繋
がっています)04つのテープルの 8台のパソコンが 1台の TS(ターミナルサーバー)tc
繋がれ、 4台の TSは部屋に引き込まれたイーサネットケープルに繋がれています。 32台
のパソコンは PC-9801VX、RX、DXが31台、 DAが 1台で、その内、 HDD(40MB、
120MB、170MB中心)装着機が 18台です。 HDD装着機には原則として、 2ないし 4MB
の RAMを入れ、マウスも付けるようにしています。また、 DAを先生機とし、データ
プレゼンターで、モニターの画面を OHPスクリーンに投影するととも計画しています。



































は3系統あります。 1つめは DPBX経由で電話回線を利用する方法、 2つめは電話の内
線でルータに接続しそとから学内 LANにのる方法、 3つめはトランシーパを通じて直接
学内 LANのイーサネットケープルに接続する方法です。それぞれの接続方法Kメリット
があり、ユーザは自分の都合に合わせて、どれかの方法を選ぶととになります。
問題点としては、東南アジア研究所と本館が 9600bpsの SLIP接続になっているとと
です。出来るだけ早期に、光ケープルに変更出来ればと，思っています。
5 おわりに
以上、との 1年間で大きく変化した片淵地区の情報・通信環境について解説いたしま
した。以前不自由だったととがかなり改善され、多くの人が満足しているようです。片
淵キャンパスの経験が他キャンパスの方々に少しでもお役に立てば幸いに思います。
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